
緒 言

　飼料イネは，日本の畜産における自給粗飼料増産のた

めの飼料作物として，さらには食用米の生産調整のため

の水田転作作物として，２０００年頃から全国的に作付面積

が増加傾向にある。これに伴って，飼料イネ用の品種が

数多く育成されている。育成された飼料イネ品種には，

食用イネ品種に比べて草丈が高く茎葉が繁茂しやすく，

耐倒伏性の高い長稈・太稈のものが多い。このため，食

用イネ品種に比べて害虫類の加害を受けやすいことが考

えられる。しかし，これらの飼料イネ品種育成の際には，

いもち病や縞葉枯病に対する病害抵抗性については調査

されているものの，イネウンカ類をはじめとする害虫に

対する抵抗性・感受性についてはほとんど調査されてい

ない。また，飼料イネ栽培においては，多収をねらうた

めに施肥量が多くなる一方で，コスト削減や畜産製品へ

の薬剤残留防止のため殺虫剤を用いた害虫防除は最小限

とすることが前提となっている。このため，とりわけ害

虫類の発生が多い九州地域などにおいては，害虫が増殖

しやすい特性を持つ品種を栽培した場合，多発生時に大

きな被害が発生する可能性がある。そこで本研究では，

これまでに育成された主要飼料イネ品種について，移動

性イネウンカ類（トビイロウンカおよびセジロウンカ）

の発育・増殖特性を明らかにした。

　なお，本研究は「新鮮でおいしい“ブランド・ニッポ

ン“農産物提供のための総合研究」の委託課題「暖地飼

料イネ栽培における環境保全的病害虫管理技術の開発」

の一環で実施したものである。

材 料 お よ び 方 法

　１．供試イネ品種と供試虫

　これまでに飼料イネ品種として育成された８品種

「モーれつ」，「クサユタカ（北陸１６８号）」（括弧内は育成

時の系統名），「クサホナミ（関東飼２０６号）」，「ホシアオ

バ（中国１４６号）」，「クサノホシ（中国１４７号）」，「ニシア

オバ（西海２０４号）」，「スプライス」，「西海飼２５３号」と，

対照品種として食用イネの「ヒノヒカリ」を実験に供試

した。

　それぞれの飼料イネ品種の種子を，水稲育苗用培土を

入れた２１０mlのプラスチックコップに１粒ずつ播種した。

これらを陽光型のグロスキャビネット（昼間２８℃，夜間

２２℃）に入れ，播種後３～４週間経過した分げつ期のイ

ネ苗を実験に供試した。

　供試昆虫は，トビイロウンカについては１９９９年８月に

長崎県長崎市の無防除水田で，セジロウンカについては

１９９９年６月に熊本県菊池郡西合志町（現在合志市）の無

防除水田でそれぞれ採集し，２５℃，１６L８Dの恒温室内

でイネ品種「レイホウ」の芽出し苗を用いて累代飼育し

ている系統を用いた。

　２．放飼試験

　イネウンカ類の幼虫期の発育特性を明らかにする実験

では，播種後約３週間の各品種のイネ苗に塩化ビニール
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製のケージを被せ，セジロウンカまたはトビイロウンカ

の孵化後２４時間以内の１齢幼虫２５頭をそれぞれ放飼して

成虫羽化まで飼育した。成虫羽化後に生存個体数と雌の

翅型を調査し，幼虫期生存率と短翅雌率を求めた。イネ

ウンカ類の増殖特性を明らかにする実験では，播種後約

４週間の各品種のイネ苗に塩化ビニール製のケージを被

せ，セジロウンカまたはトビイロウンカの羽化後約１週

間の蔵卵雌成虫２頭と雄成虫２頭を２日間放飼した。成

虫を回収してから４日後にイネの茎葉を７０％エタノール

中に入れて固定した。その後，実体顕微鏡下で茎を解剖

し，産卵数を調査した。セジロウンカについては眼点を

形成した卵数と生体防御反応によって死亡した卵数を計

数し，卵期生存率を求めた。放飼試験はいずれも２５℃，

１６L８ Dの恒温室内で行った。

　得られたデータについて，「ヒノヒカリ」を対照品種

としてDunnettの検定を行った。比率データについては

アークサイン変換後に検定を行った。

結 果 お よ び 考 察

　セジロウンカの幼虫期生存率はいずれの飼料イネ品種

においても８０～９３%と高く，「ヒノヒカリ」との間に有

意な差はみられなかった（Dunnett の検定，P＞０．０５）

（第１表）。一方，短翅雌率については品種間で有意な差

がみられ，「モーれつ」と「クサユタカ」では「ヒノヒ

カリ」よりも有意に短翅雌率が低かった（Dunnett の検

定，P＞０．０５）（第１表）。一方，「クサホナミ」と「スプ

ライス」では短翅雌率が「ヒノヒカリ」に比べて高い傾

向にあったが，その差は有意ではなかった（Dunnett の

検定，P＞０．０５）（第１表）。短翅雌は飛翔不可能でその

場所に定着してさらに増殖するため，短翅雌率が高い品

種ほどセジロウンカは増殖しやすいものと考えられる。

セジロウンカの産卵数は「スプライス」では「ヒノヒカ

リ」に比べて有意に多かった（Dunnett の検定，P＞

０．０５）（第１表）。卵期生存率は「モーれつ」，「クサホナ

ミ」，および「スプライス」で「ヒノヒカリ」に比べて
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第１表　主要飼料イネ品種におけるセジロウンカの発育・増殖特性b）

卵期生存率
％

産卵数
/雌 /２日

短翅雌率
％

幼虫期生存率
％

品種名

＊８０．３±４．２　８０．０±９．２＊２１．４±５．０８０．０±３．４モーれつ

４１．６±６．０　７２．４±５．５＊２５．１±９．１８２．５±４．４クサユタカ

＊７７．９±４．６　５７．６±９．８５８．０±７．７８７．５±２．８クサホナミ

６３．４±６．６　６０．０±５．４４３．４±６．７９０．６±２．２ホシアオバ

４７．１±６．３　７９．５±６．１４６．８±５．８８５．６±２．４クサノホシ

５０．４±６．２　７５．４±５．３４９．２±６．９８７．５±３．４ニシアオバ

＊７６．３±２．９＊１００．９±６．０７０．５±３．６９２．５±１．９スプライス

５３．４±４．６　７４．９±５．８３９．３±７．９８１．９±２．５西海飼２５３

４５．８±５．０　７０．４±９．６５０．５±７．４９０．６±２．６ヒノヒカリa）

a）対照の食用品種．　b）数値は平均値± S．E．，＊「ヒノヒカリ」と比較して有意差あり
（P＜０．０５，Dunnett の検定）．

第２表　主要飼料イネ品種におけるトビイロウンカの発育・増殖特性b）

産卵数
/雌 /２日

短翅雌率
％

幼虫期生存率
％

品種名　　

６８．１±　８．２１００．０８２．５±２．３モーれつ

６４．４±　７．３１００．０８４．４±３．６クサユタカ

５１．１±　４．４１００．０９４．４±２．２クサホナミ

５９．９±　４．８１００．０８４．３±２．５ホシアオバ

８７．３±　６．３１００．０８８．８±３．９クサノホシ

５０．５±　４．７１００．０８４．４±３．８ニシアオバ

９０．５±１０．２１００．０８６．３±３．１スプライス

７４．１±　８．８１００．０８５．０±４．１西海飼２５３

７５．４±　７．０１００．０８４．３±２．５ヒノヒカリa）

a）対照の食用品種．　b）数値は平均値± S．E．，＊「ヒノヒカリ」と比較して有意差
あり（P＜０．０５，Dunnett の検定）．



有意に高かった（Dunnett の検定，P＞０．０５）（第１表）。

　トビイロウンカの幼虫期生存率はいずれの飼料イネ品

種でも８４～９４%と高く，「ヒノヒカリ」との間に有意な

差はみられなかった（Dunnett の検定，P＞０．０５）（第２

表）。短翅雌率はいずれの品種でも１００％であった（第２

表）。産卵数についても，品種間で有意な差はみられな

かった（Dunnett の検定，P＞０．０５）（第２表）。

　以上の結果から，「スプライス」では「ヒノヒカリ」

に比べてセジロウンカの産卵数が多く，卵期生存率が高

く，また短翅率も高い傾向にあったため，セジロウンカ

が多発生しやすい品種であり，飛来量が多い場合には栽

培上注意を要すると考えられる。「モーれつ」について

は，インディカ品種であることから生体防御反応による

卵死亡がみられず，セジロウンカの卵期生存率は高かっ

た（第１表）。しかし，短翅雌率は「ヒノヒカリ」に比

べて有意に低く，全体としてセジロウンカの増殖率は高

くないものと考えられる。その他の品種については，セ

ジロウンカの発育・増殖特性はいずれも「ヒノヒカリ」

と同等であり，特に多発生しやすい特性を持った品種は

なかった。トビイロウンカの発育・増殖については，い

ずれの供試飼料イネ品種ともに「ヒノヒカリ」と同等で

あり，特に多発生しやすい特性を持った品種はなかった。

　これまで，縞葉枯病抵抗性遺伝子を導入した品種や海

外の品種をそのまま導入した飼料イネ品種において，セ

ジロウンカが多発生した事例が報告されている（原・斉

藤，１９８４；村上・神田，１９８４）。このような事例は，対

象外の害虫に対する増殖特性が事前に評価されていない

場合や，害虫に対する抵抗性程度の評価なしに導入普及

された品種で起こる場合が多い。本研究でセジロウンカ

の発育・増殖特性が高いことが明らかになった「スプラ

イス」についても，北陸地域の在来種をもとに民間で育

成された飼料用イネ品種であり，これまで害虫に対する

抵抗性程度の評価が十分に行われていなかったものと考

えられる。

　本研究で明らかになったように，いずれの飼料用イネ

品種においても，イネウンカ類の発育・増殖特性は「ヒ

ノヒカリ」と同等またはそれ以上に高く，イネウンカ類

の発育・増殖を抑制する，いわゆる抵抗性を示す品種は

みられなかった。このことは，これらの品種育成時に，

育種目標として多収や耐倒伏性が重視された結果，害虫

抵抗性が導入されなかったためと考えられる。冒頭に述

べたように，飼料イネ栽培においては殺虫剤を用いた害

虫防除は最小限に抑える必要があることから，害虫に対

する抵抗性を有する品種を導入することが望ましい。今

後，九州地域など害虫の多発生が恒常的に起こる地域向

けの飼料イネ品種育成においては，トビイロウンカに対

する抵抗性遺伝子の導入などについても考慮すべきであ

ると考えられる。
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